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台
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村
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誠

大

正

大

学

天
台
智
者
大
師
智

（
五
三
八
〜
五
九
七
）
の
生
死
観
、
凡
夫
衆
生
の
煩
悩
生
死
に
対
す
る
見
方
は
、

円
頓
章

と
し
て
知
ら
れ
る

摩

止
観

（
以
下
、

止
観

）
の
章
安
灌
頂
（
五
六
一
〜
六
三
二
）
に
よ
る
序
文
に
、

圓
頓
と
は
、
初
め
よ
り
實
相
を
縁
ず
。
境
に
造
る
に
即
ち
中
に
し
て

實
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
縁
を
法
界
に
繫
け
、
念
を
法
界
に

一

す
。
一
色
一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
無
し
。
己
界
及
び
佛
界
、
衆
生
界
も
亦
た
然
り
。

陰
入
は
皆
な
如
な
れ
ば
、
苦
の
捨
つ
る
可
き
無
し
。
無
明
塵

は
即
ち
是
れ
菩
提
な
れ
ば
、
集
の

ず
可
き
無
し
。
邊
邪
も
皆
な
中

正
な
れ
ば
、
道
の
修
す
可
き
無
し
。
生
死
は
即
ち
涅
槃
な
れ
ば
、
滅
の
證
す
可
き
無
し
。
苦
無
く
集
無
き
が
故
に
世
間
無
く
、
道
無

く
滅
無
き
が
故
に
出
世
間
無
し
。
純
ら
一
實
相
に
し
て
、
實
相
の
外
に
更
に
別
の
法
無
し
。

（
大
正
四
六
・1c

〜2a

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

煩
悩
（
無
明
塵
労
）
即
菩
提

・

生
死
即
涅
槃

と
す
る
無
作
四
諦
、

實
相
の
外
に
更
に
別
の
法
無
し

と

す
る
諸
法
実
相
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
三
大
部
等
の
天
台
諸
撰
述
に
お
い
て
、
諸
法
実
相
は

即
空
即
仮
即
中

の
円
融
三
諦
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
そ
の

円
融
三
諦
に
つ
い
て
、

法
華
玄
義

（
以
下
、

玄
義

）
は
、
七
番
共
解
・
標
章
第
一
に
、

立
名
と
は
、
原
、
聖
、
名
を
建
つ
る
は
、
蓋
し
深
を
開
い
て
以
て
始
を
進
め
、
咸
く
視

を
し
て
倶
に
見
聞
を
得
し
め
、
途
を
尋
ね

八
九

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



て
遠
き
に
趣
き
、
而
し
て
極
に
至
ら
令
め
ん
が

な
り
。
故
に
名
を
以
て
法
に
名
け
て
衆
生
に
施
設
す
。

分
別
と
は
、
但
だ
法
に
麁
妙
有
り
。
若
し
隔
歴
三
諦
は
麁
法
な
り
。
圓
融
三
諦
は
妙
法
な
り
。
此
の
妙
諦
は
本
有
な
り
。
文
に
云
く
、

是
の
法
、
法
位
に
住
し
て
、
世
間
相
、
常
住
な
り

、

唯
だ
我
の
み
、
是
の
相
を
知
る
。
十
方
の
佛
も
亦
た

１
然
り

と
。

（
大
正
三
三
・682a

と
、

法

と
は
衆
生
を
極
に
至
ら
し
め
ん
が
た
め
に

名

を
以
て
衆
生
に
施
設
さ
れ
る

法

で
あ
り
、

妙
法
蓮
華
経

の
場
合
に

は
、
隔
歴
三
諦
の

麁
法

で
は
な
く
、
本
有
の
円
融
三
諦
の

妙
法

が
衆
生
に
施
設
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

だ
が
、
唯
一
佛
乗
を
主
張
の
根
幹
と
す
る
法
華
経
が
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
円
融
三
諦
の

妙
法

を
施
設
す
る
経
典
と
し
て
理
解
さ

れ
る
の
で
あ
ろ

２
う
か
。
本
稿
で
は
、
一
乗
と
円
融
三
諦
と
の
連
関
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
台
智

の
生
死
観
の
一
端
を

察
し

て
い
き
た
い
。

一

諸
法

と

境

ま
ず
、
先
の

法

に
つ
い
て
の

玄
義

の
記
述
を
参
照
し
て
み
る
と
、
円
頓
章
に

實
相
の
外
に
更
に
別
の
法
無
し

と
さ
れ
る

法

は
、
単
に

存
在

や

現
象

を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
円
頓
章
そ
れ
自
体
が
四
諦
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
諸
佛
の
教
法
（
名
）
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
始
め
て
苦
集
滅
道
の
四
諦
因
果
に
あ
る
存
在
と
し
て
見
聞
に
至
る

法

、
す
な

わ
ち
衆
生
自
身
の
境
界
を

法

（
衆
生
法
）
と
し
て
示
唆
す
る
も
の
と

え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

３
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を

玄
義

の
記
述
に
確
か
め
て
み
る
と
、

玄
義

冒
頭
の
序
王
で
は
、

言
う
所
の
妙
と
は
、
妙
は
不
可
思
議
に
名
く
る
な
り
。
言
う
所
の
法
と
は
、
十
界
十
如
權
實
之
法
な
り
。
蓮
華
と
は
、
權
實
法
を
譬

九
〇
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う
る
な
り
。

（
大
正
三
三
・681a

と
、

妙
法
蓮
華
経

が
主
題
と
す
る

妙
法

と
は

十
界
十
如
權
實
之
法

で
あ
り
、
ま
た

蓮
華

と
は
、
こ
の

權
實
法

の

不
可
思
議
を
喩
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち

玄
義

巻
一
上
・
七
番
共
解
の
標
章
第
一
に
、
蓮
華
喩
を
釈
し
て
、

蓮
華
は
奇
多
し
。
蓮
の

の
故
の
華
、
華
と
實
と
を
具
足
す
る
は
、
實
に
即
し
て
而
も
權
な
る
を
喩
う
可
し
。
又
た
華
開
い
て
蓮
現

ず
。
權
に
即
し
て
而
も
實
な
る
を
喩
う
可
し
。
又
た
華
落
ち
て
蓮
成
じ
、
蓮
成
じ
て
亦
た
落
つ
る
は
、
非
權
非
實
を
喩
う
可
し
。
是

の
如
き
等
の
種
種
の
義
、
便
な
る
が
故
に
、
蓮
華
を
以
て

妙
法

を
喩
う
な
り
。

（
同682b

と
述
べ
る
よ
う
に
、
十
界
十
如
の

權
實
法

が
即
実
而
権
・
即
権
而
実
・
非
権
非
実
の

妙
法

で
あ
る
こ
と
を
喩
え
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
の

權
實

に
つ
い
て
、

玄
義

巻
二
上
に
心
・
仏
・
衆
生
の
三
法
に
約
し
て

法

を
広
釈
す
る
中
の
衆
生
法
妙
で
は
、

今
、
權
實
を
明
さ
ば
、
十
如
是
を
以
て
十
法
界
に
約
す
。
六
道
四
聖
を
謂
う
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
此
の
一
法
界
に
十
如
是

を
具
し
、
十
法
界
に
百
如
是
を
具
す
。
又
た
一
法
界
に
九
法
界
を
具
す
れ
ば
、
則
ち
百
法
界
千
如
是
有
り
。
束
ね
て
五
差
と

す
。

一
に
は

、
二
に
は
善
、
三
に
は
二
乘
、
四
に
は
菩
薩
、
五
に
は
佛
な
り
。
判
じ
て
二
法
と

す
。
前
の
四
は
是
れ
權
法
、
後
の
一

は
是
れ
實
法
、
細
し
く
論
ぜ
ば
各
お
の
權
實
を
具
す
。

（
同693c

と
、
謂
ゆ
る
十
界
互
具
説
を
用
い
て
、

權
法

（
六
道
三
乗
の
九
法
界
）
と

實
法

（
佛
法
界
）
に
二
分
さ
れ
る
六
道
四
聖
の
十
法
界
が

各
お
の
權
實
を
具
す

と
こ
ろ
の

權
實
法

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
記
述
で
は
、

然
る
に
、
此
の
權
實
不
可
思
議
は
乃
ち
是
れ
三
世
の
諸
佛
の
二
智
の
境
な
り
。
此
を
以
て
境
と

せ
ば
、
何
の
法
か

め
ざ
ら
ん
。

此
の
境
、
智
を
發
す
れ
ば
何
の
智
か
發
せ
ざ
ら
ん
。
故
に
文
に

諸
法

と
云
う
。

諸
法

と
は
、
是
れ
所
照
の
境
の
廣
き
な
り
。

唯
佛
與
佛
乃
能
究
盡

と
は
、
能
照
の
智
、
深
く
邊
を
窮
め
、
底
を
盡
す
を
明
す
な
り
。

其
智
慧
門
、
難
解

４
難
入

と
は
、
境

九
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妙
を
歎
ず
る
な
り
。

我
所
得
智
慧
、
微
妙
最

５
第
一

と
は
、
智
と
境
と
相
い

う
を
歎
ず
る
な
り
。

（
同693c

）

と
、
法
華
経
方
便
品
に

唯
佛
與
佛
乃
能
究
盡
諸
法
實
相

（
大
正
九
・5c

）
と
説
く
と
こ
ろ
の

諸
法

と
は
、
三
世
諸
佛
の
権
実
二
智

所
照
の
権
実
不
可
思
議
の

境

を
言
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
後
の

玄
義

巻
二
上
・
迹
門
十
妙
の
引
証
に
、

二
に
引
證
と
は
、
但
だ
迹
の
文
を
引
き
て
、
尚
お
本
の
文
を
引
か
ず
。
況
ん
や
餘
經
を
引
か
ん
や
。
文
に
云
く
、

諸
法
如
是
相
等
、

唯
佛
與
佛
、
乃
能
究
盡
諸
法
實
相

と
。

實
相

と
は
是
れ
佛
智
慧
門
な
り
。
門
と
は
即
ち
境
な
り
。
又
た
云
く
、

甚
深
微
妙
法
、

難
見
難
可
了
。
我
及
十
方
佛
、
乃
能
知

６
是
相

と
。
即
ち
境
妙
な
り
。

（
同698a

と
、
同
じ
く

唯
佛
與
佛
乃
能
究
盡
諸
法
實
相

の
文
を
引
き
、
唯
佛
与
佛
（
佛
智
慧
）
に
よ
っ
て
の
み
究
尽
さ
れ
る

諸
法
實
相

の

門

が

境

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

え
併
せ
て
み
る
と
、
こ
の
権
実
不
可
思
議
の

境

で
あ
る

諸
法

の
佛

智
慧
門
と
し
て
の

實
相

（
境
妙
）
が
、
境
妙
段
の

７
記
述
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
華
経
の
場
合
は
、
そ
の
独
自
の
所
説
で
あ
る
十
如

是
に
よ
っ
て
、
ま
た
蔵
通
別
円
の
四
教
で
は
、
十
二
因
縁
・
四
諦
・
二
諦
・
三
諦
・
一
実
諦
・
無
諦
等
の

法

（
名
）
を
も
っ
て
衆
生

に
施
設

８
さ
れ
、
四
教
に
よ
る
段
階
的
な
教
化
を
通
じ
て
、
衆
生
は
始
め
て
衆
生
自
身
の
境
界
を
法
華
経
十
如
是
や
円
教
の
十
二
因
縁
・
四

諦
等
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る

妙
法

・

境
妙

と
し
て
自
覚
し
、
難
解
難
入
の

實
相

（
佛
智
慧
門
）
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

こ
の
よ
う
に
諸
佛
に
よ
っ
て
施
設
さ
れ
た

法

（
名
）
に
よ
る
衆
生
教
化
の
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、

法
華
文
句

（
以
下
、

文
句

）
巻
三
下
・
釈
方
便
品
も
、
経
文
の

諸
法

を
釈
し
て
、

經
に

諸
法

と
云
う
。
故
に
十
法
界
を
用
て
釋
す
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
十
法
界
に
約
す
と
は
、
謂
く
六
道
四
聖
、
是
れ

を
十
法
と

す
な
り
。
法
は
無
量
と
雖
も
、

は
十
を
出
で
ず
。
一
一
の
界
の
中
に
復
た
多
派
あ
り
と
雖
も
、
十
如
を
出
で
ず
。

（
大
正
三
四
・42c

〜43a
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と
、
無
量
の

法

も
六
道
四
聖
の

十
法

を
出
で
ず
、
十
法
界
そ
れ
ぞ
れ
の
多
派
も

十
如

を
出
ざ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
経

文
の

諸
法

が
十
界
十
如
の

法
界

、
す
な
わ
ち
衆
生
法
を
示
唆
す
る
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
で
は

玄
義

と
全
く
異
な

ら
な
い
。
ま
た
、

止
観

巻
五
上
・
正
修
章
で
は
、
所
観
の

境

と
し
て
陰
入
界
・
煩
悩
・
病
患
・
業
相
・
魔
事
・
禅
定
・
諸
見
・

増
上
慢
・
二
乗
・
菩
薩
の
十
境
（
第
八
の
増
上
慢
境
以
降
は
不
説
）
を
挙
げ
、
最
後
の
二
乗
境
と
菩
薩
境
の
部
分
の
み
を
引
用
す
る
が
、

二
乘
を
法
界
と

す
と
は
、

但
だ
空
を
見
て
不
空
を
見
ず
、
云
云
。
智
者
は
空
及
與
び
不
空
を

９
見
る

、

聲
聞
法
を
決
了
す
れ
ば
、

是
れ
諸
經
之
王
な
り
。
聞
き
已
り
て
諦
か
に
思
惟
し
て
無
上
道
に
近
づ
く
こ
と

10
を
得

と
い
う
が
若
し
。

菩
薩
の
境
を
法
界
と

す
と
は
、
底

の
生
死
、
下
劣
の
小
乘
も
、
尚
お
即
ち
是
れ
法
界
な
り
。
況
ん
や
菩
薩
の
法
、
寧
ぞ
佛
道
に

非
ざ
ら
ん
。
又
た
菩
薩
の
方
便
之
權
は
權
に
即
し
て
而
も
實
、
亦
た
非
權
非
實
に
即
し
て
、

密
藏
を
成
じ
、
大
涅
槃
に
入
る
な
り
。

是
の
一
一
の
法
は
皆
な
即
ち
法
界
な
り
。
是
れ
を
不
次
第
の
法
相
と

す
な
り
。

（
大
正
四
六
・50a

と
、

底

の
生
死

、

下
劣
の
小
乘

を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
六
道
と
三
乗
に
渉
る
十
種
の

境

が
、
い
ず
れ
も
即
是
法
界
の

法

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く

止
観

巻
五
上
・
観
陰
入
界
境
の
観
不
思
議
境
で
は
、

此
の
不
思
議
の
境
、
何
の
法
か

め
ざ
ら
ん
。
此
の
境
、
智
を
發
す
る
に
何
の
智
か
發
せ
ざ
ら
ん
。
此
の
境
に
依
り
て
誓
を
發
し
、

乃
至
、
無
法
愛
な
れ
ば
、
何
の
誓
か
具
せ
ざ
ら
ん
、
何
の
行
か

足
せ
ざ
ら
ん
や
。
説
く
時
は
上
の
次
第
の
如
し
。
行
ず
る
時
は
一

心
の
中
に
一
切
心
を
具
す
、
云
云
。

（
同55c

と
、
先
の

玄
義

と
同
様
に
、
止
観
の
所
観
の

境

が

何
の
法
か

め
ざ
ら
ん

・

何
の
智
か
發
せ
ざ
ら
ん

の

不
思
議
境

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
も
、
智
と
境
と
相
い
称
う

佛
智
慧

（
極
）
に
至
る

門

と
し
て
、
そ
の

實
相

（
境
妙
）
が
観
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

諸
法

（
境
）
と
は
、

因
果

11
隔
別

に
よ
っ
て
六
道
四
聖
の
十
法
界
に
類
別
さ
れ
る

衆

九
三

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



生
法

で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二

實
相

と

諸
法

だ
が
、
法
華
経
方
便
品
の

諸
法

の
語
が
、
六
道
四
聖
の

衆
生
法

を
示
唆
す
る
と
し
て
も
、
そ
の

法

の
い
ず
れ
も
が
権
実

不
可
思
議
の

境

で
あ
り
、
十
法
界
を
具
す
る

妙
法

で
あ
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
法
華
経
に
説
示
（
施
設
）
さ
れ
、
ど
の
よ
う

に
即
空
即
仮
即
中
の
円
融
三
諦
と
連
関
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に

實
相

に
つ
い
て
の

察
を

進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、

諸
法

と

實
相

と
の
関
係
に
つ
い
て
、

玄
義

巻
九
下
・
顕
体
章
は
、

第
七
に
遍
く
一
切
法
の
體
と

す
と
は
、

經
に
云
く
、

毘

遮
那
は
一
切
處
に
遍
ず

と
。
一
切
は
四
諦
を
出
で
ず
。
大
經
に

云
く
、

佛
の
説
か
ざ
る
所
は
十
方
の
土
の
如
し
。
説
く
所
は
爪
上
の
土
の
如
し

、

迦
葉
、
已
に
説
く
は
是
れ
四
諦
な
り
、
其
の

未
だ
説
か
ざ
る
は
應
に
五
諦
有
る
べ
し
や
と
云
う
。
佛
、
無
し
と

12
言
う

と
。
但
だ
是
れ
四
諦
に
無
量
相
有
る
を
言
う
の
み
。
若
し

然
る
に
廣
く
開
す
れ
ば
、
即
ち
四
種
の
四
諦
を
成
ず
。
具
さ
に
は
境
妙
の
中
に
説
く
が
如
し
。
當
に
知
る
べ
し
、
苦
・
集
の
世
間
の

善

の
因
果
、
道
・
滅
の
出
世
の
一
切
の
因
果
、
悉
く
實
相
を
用
っ
て
體
と

す
。

名
に
曰
く
、

無
住
の
本

り
一
切
法
を
立

つ

と
。
此
の
謂
か
。
然
れ
ば
所
依
之
體
は
、
體
、
妙
に
し
て
異
な
る
こ
と
無
し
。
能
依
之
法
、
法
に
麁
妙
有
り
。
諸
法
の
相
待
は

分
別
し
て
知
る
可
し
。
五
味
に
歴
り
て
麁
妙
を
分
別
す
る
こ
と
亦
た
知
る
可
し
。
開
麁
顯
妙
、
亦
た
知
る
可
し
、
云
云
。

（
大
正
三
三
・794a

〜b

と
、
観
普
賢
経
の

毘

遮
那
遍
一
切
處

（
大
正
九
・392c

）、
維
摩
経
観
衆
生
品
の

無
住
本
立
一
切
法

（
大
正
十
二
・547c

）
を

九
四

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



経
証
と
し
て
、

一
切
法

は
四
諦
を
出
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
世
間
苦
集
因
果
と
出
世
間
道
滅
因
果
の

能
依
之
法

は
、
四
種
（
生

滅
・
無
生
・
無
量
・
無
作
）
四
諦
の

麁
妙

は
あ
っ
て
も
、

實
相

を

所
依
之
體

と
す
る
こ
と
で
は
異
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
記
述
で
も
、

法
に
麁
妙
有
り

と
さ
れ
る

能
依
之
法

が
、
四
諦
因
果
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
衆
生
法
を
示
唆
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て

實
相

は
四
諦
因
果
の
一
切
法
の

體

と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

玄
義

顕
体
章
は
、
こ
の
記
述
に
先
立
っ
て
、

一
に
異
名
を
出
す
と
は
、

實
相
之
體

は

だ
是
れ
一
法
な
れ
ど
も
、
佛
は
種
種
の
名
を
説
く
。
亦
た
妙
有
、

善
妙
色
、
實
際
、

畢
竟
空
、
如
如
、
涅
槃
、
虚
空
佛
性
、
如
來
藏
、
中
實
理
心
、
非
有
非
無
、
中
道
第
一
義
諦
、
微
妙
寂
滅
等
と
名
く
。
無
量
の
異
名
、

悉
く
是
れ
實
相
之
別
號
、
實
相
も
亦
た
是
れ
諸
名
之
異
號
な
る
の
み
。
惑
者
は
迷

し
て
名
を
執
じ
て
異
解
す
。

（
同782b

〜c

と
、

實
相
之
體
は
祇
だ
是
れ
一
法

で
あ
り
、
そ
の

實
相
之
別
號

と
し
て
諸
経
に
畢
竟
空
・
佛
性
・
如
来
蔵
・
非
有
非
無
・
中
道

第
一
義
諦
等
の
種
々
無
量
の
異
名
が
説
か
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
主
張
は

維
摩
経
玄
疏

等
の
晩
年
期
の
諸
撰
述

に
も
見
ら
れ

13
る
が
、
さ
ら
に

維
摩
経
文
疏
（
広
疏
）

巻
六
・
釈
佛
国
品
で
は
、
経
文
の

説
法
不
有
亦
不
無
、
以
因
縁
故
諸
法
生

（
大
正
十
四
・537c

）
を
釈
し
て
、

不
有
亦
不
無

と
は
即
ち
中
道
之
法
な
り
。

不
有

な
る
が
故
に
俗
に
非
ず
、

不
無

な
る
が
故
に

に
非
ず
。
然
る
に
、
説

法
は
本
と
二
諦
に
約
す
。
既
に
雙
べ
て
二
邊
を
非
す
れ
ば
、
何
等
の
法
を
説
か
ん
。
當
に
知
る
べ
し
、
正
し
く
大
乘
中
道
を
説
く
。

所
以
は
い
か
ん
。
凡
夫
は
有
、
二
乘
は
無
、
菩
薩
は
正
し
く
中
道
佛
性
を

ず
。
是
の
故
に
、
大
乗
方
等
、
諸
の
菩
薩
の

に
法
を

説
く
に
、
多
く
中
道
を
説
い
て
不
二
法
門
に
入
ら
し
む
。
故
に

不
有
亦
不
無

と
言
う
な
り
。

（
新
続
蔵
十
八
・500a

と
、
凡
夫
は
有
、
二
乗
は
無
と
し
て

法

を
観
ず
る
の
に
対
し
て
、
大
乗
方
等
で
は
、
菩
薩
を
不
二
法
門
に
入
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、

九
五
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所
観
の

法

は
不
有
亦
不
無
の

中
道
之
法

で
あ
る
こ
と
を
説
い
て

中
道
佛
性

を
観
ぜ
し
め
る
と
し
、
続
い
て

以
因
縁
故
諸

法
生

に
つ
い
て
、

以
因
縁
故
諸
法
生

と
は
、
是
れ
縁
起
の
用
を
歎
説
す
る
な
り
。
縁
起
に
二
種
有
り
。
前
に
説
く
が
如
し
。
今
、
此
の
歎
文
、
備

さ
に
二
種
の
縁
起
を
含
ず
。

法
の
體
、
既
に
不
有
不
無
、
豈
に
生
有
る
を
得
ん
。
因
縁
有
る
が
故
に
亦
た
生
を
説
く
を
得
る
と
は
、
界
内
の
無
明
見
思
惑
の
因
縁

を
以
て
の
故
に
、
即
ち
【
生
】
滅
の
苦
集
生
じ
、
無
生
の
苦
集
生
ず
る
こ
と
有
り
。
無
明
見
思
を
滅
す
る
に
因
る
を
以
て
の
故
に
、

則
ち
生
滅
の
道
諦
生
じ
、
無
生
の
道
諦
生
ず
る
こ
と
有
り
。

﹇
校
訂
に
従
い
【
生
】
を
補
う
﹈

界
外
の
無
明
塵
沙
無
知
を
以
て
の
故
に
、
故
に
無
量
の
苦
集
生
ず
る
こ
と
有
り
。
無
明
塵
沙
無
知
を
滅
す
る
に
因
る
を
以
て
の
故
に
、

故
に
無
量
の
道
諦
有
り
。
法
界
無
明
を
以
て
の
故
に
、
故
に
無
作
の
苦
集
生
ず
る
こ
と
有
り
。
法
界
無
明
を
滅
す
る
に
因
る
を
以
て

の
故
に
、
故
に
無
作
の
道
諦
生
ず
る
こ
と
有
り
。
故
に

以
因
縁
故
諸
法
生

と
言
う
な
り
。

四
種
の
道
諦
生
ず
る
こ
と
有
る
が
故
に
、
即
ち
四
種
の
滅
諦
有
り
。
之
を
名
け
て
無
と

す
。

是
れ
不
有
不
無
に
し
て
有
無
を
雙
照
す
る
を
明
す
な
り
。

（
新
続
蔵
十
八
・500b

〜c

と
、
菩
薩
所
観
の
不
有
不
無
の

法

（
中
道
之
法
）
の

體

に

生

（
有
無
）
は
無
く
、
界
内
の
無
明
見
思
惑
と
界
外
の
無
明
塵
沙

無
知
の
二
種
の
因
縁
に
よ

14
っ
て
、
四
種
（
生
滅
・
無
生
・
無
量
・
無
作
）
の
四
諦
の

諸
法

の

生

（
有
無
）
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の

文
疏

の
記
述
は
、

玄
義

等
に
佛
性
・
中
道
・
非
有
非
無
（
不
有
不
無
）
等
が

實
相
之
體

の
別
号
と
さ
れ
る
こ

と
を

え
併
せ
て
み
る
と
、
先
の

玄
義

顕
体
章
の
記
述
が
、
能
依
の
四
諦
因
果
の
一
切
法
に
つ
い
て

若
し
然
る
に
廣
く
開
す
れ
ば
、

即
ち
四
種
の
四
諦
を
成
ず

と
述
べ
る
に
止
ま
る
と
こ
ろ
を
広
説
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
四
種
の
四
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諦
因
果
の

諸
法

の
麁
妙
は
、
前
項
に
引
用
し
た

玄
義

の
記
述
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

名

を
も
っ
て
衆
生
に
施
設
さ
れ
る

法

の
麁
妙
、
す
な
わ
ち
蔵
（
生
滅
）・
通
（
無
生
）・
別
（
無
量
）・
円
（
無
作
）
の
四
教
に
説
示
さ
れ
る
四
諦
の
麁
妙
に
基
づ
い
て
生
じ
る
も

の
と

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三

蔵
通
別
円
四
教
の
麁
妙
と
円
融
三
諦

だ
が
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
佛
教
に
蔵
・
通
・
別
・
円
の
麁
妙
が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
四
教
の
次
第
浅
深
に
つ
い
て
、

玄

義

巻
二
上
に
絶
待
妙
を
明
す
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
に
絶
待
に
妙
を
明
さ
ば
、
四
と

す
。

一
に
は
隨
情
の
三

の
法
起
る
に
、
若
し

諦
に
入
れ
ば
、
待
對
、
即
ち
絶
す
。
故
に
身
子
の
云
く
、

吾
聞
く
、
解
脱
の
中
に
言

説
有
る
こ
と
無
し

と
。
此
れ
三
藏
經
中
の
絶
待
の
意
な
り
。

二
に
は
若
し
隨
理
の
三

は
、
一
切
の
世
間
、
皆
な
幻
化
の
如
く
、
事
に
即
し
て
而
も

、
一
事
と
し
て
而
も

に
非
ざ
る
者
有
る

こ
と
無
し
。
更
に
何
物
に
待
し
て

な
ら
ず
と

ん
や
。
彼
の
三
藏
に
望
む
る
に
、
絶
は
還
り
て
絶
な
ら
ず
。
即
事
而

、
乃
ち
是

れ
絶
待
な
り
。
此
れ
通
教
の
絶
待
な
り
。

三
に
別
教
、
若
し
起
れ
ば
、
即

之
絶
を
望
む
る
に
、
還
り
て
是
れ
世
諦
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
大
涅
槃
に
非
ざ
れ
ば
、
猶
お
是
れ

生
死
の
世
諦
な
り
。
絶
、
還
り
て
待
有
り
。
若
し
別
教
の
中
道
に
入
れ
ば
、
待
、
則
ち
絶
す
。

（
大
正
三
三
・696c

〜697a

ま
ず
、
こ
こ
に
言
う

絶
待

と
は
、

玄
義

巻
一
下
・
七
番
共
解
の
四
悉
檀
釈
に
、

大
智
度
論

に
拠
っ
て
、

四
に
第
一
義
悉
檀
と
は
、
二
種
有
り
。
一
に
は
不
可
説
、
二
に
は
可
説
な
り
。
不
可
説
と
は
、
即
ち
是
れ
諸
佛
・
辟
支
佛
・
羅
漢
の

九
七
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台
智
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所
得
の

實
法
な
り
。

を
引
き
て
云
く
、

言
論
、
盡
き
竟
り
、
心
行
も
亦
た
訖
ん
ぬ
。
不
生
不
滅
の
法
は
涅
槃
の
如
し
。
諸
の

行
處
を
説
く
を
世
界
と
名
け
、
不
行
處
を
説
く
を
第
一
義
と

15
名
く

と
。

（
大
正
三
三
・687a

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
佛
・
辟
支
佛
・
阿
羅
漢
の
所
得
の

實
法

、
す
な
わ
ち
四
教
そ
れ
ぞ
れ
に
言
語
道
断
・
心
行
処
寂
で
あ

る
こ
と
が
説
示
さ
れ
る

第
一
義

を
示
唆
す
る
も
の
と

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
蔵
教
の
場
合
は
、
凡
夫
が
実
有
と
執
ず
る

森
羅
万
品
を
因
成
仮
・
相
待
仮
・
相
続
仮
の

16
三
仮
に
破
析
す
る
析
空
観
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
真
諦
を

絶
待

と
し
、
通
教
の
場
合
は
、

こ
の
蔵
教
所
得
の

絶
待

に
待
し
て
、
森
羅
万
品
を
如
幻
化
と
体
す
る
体
空
観
に
基
づ
く

即
事
而
真

の
真
諦
を

絶
待

と
し
、

さ
ら
に
別
教
の
場
合
は
、
通
教
所
得
の

即

之
絶

に
待
し
て
、
別
教
證
道
所
得
の
中
道
を

絶
待

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
蔵
通
別
三
教
が
い
ず
れ
も
前
教
の

絶
待

よ
り
も
高
次
の

絶
待

を
説
示
す
る
の
に
対
し
て
、
円
教
に
説
示
さ
れ
る

絶

待

は
、

四
に
圓
教
、
若
し
起
れ
ば
、
無
分
別
法
を
説
く
。
邊
に
即
し
て
而
も
中
、
佛
法
に
非
ざ
る
無
し
。
亡

し
て
清

な
れ
ば
、
豈
に
更

に
佛
法
を
佛
法
に
待
せ
ん
や
。
如
來
法
界
な
る
が
故
に
、
法
界
の
外
に
出
で
て
、
復
た
法
と
し
て
相
い
形
比
す
可
べ
き
も
の
有
る
こ

と
無
し
。
誰
に
待
し
て
麁
と

し
、
誰
に
形
え
て
妙
を
得
ん
や
。
待
す
可
き
所
無
く
、
亦
た
絶
す
る
所
無
し
。
知
ら
ず
、
何
を
か
名

け
て
強
い
て
言
い
て
絶
と

さ
ん
。
大
經
に
云
く
、

大
と
は
不
可

量
、
不
可
思
議
に
名
く
。
故
に
名
け
て
大
と

す
。
譬
え
ば
、

虚
空
の
小
空
に
因
ら
ざ
る
が
如
き
を
名
け
て
大
と

す
。
涅
槃
も
亦
た
爾
り
。
小
相
に
因
ら
ざ
る
を
大
涅
槃
と

17
名
く

と
。

妙
も
亦
た
是
の
如
し
。
妙
は
不
可
思
議
に
名
く
。
麁
に
因
ら
ざ
る
を
而
も
名
け
て
妙
と

す
。
若
し
定
ん
で
法
界
の
廣
大
獨
絶
な
る

有
り
と
謂
わ
ば
、
此
れ
則
ち
大
い
に
有
と
す
る
所
有
り
。
何
ぞ
謂
い
て
絶
と

ん
や
。
今
は
法
界
清

に
し
て
、
見
聞
覺
知
に
非
ず
、

説
示
す
可
か
ら
ず
。
文
に
云
く
、

止
み
な
ん
、
止
み
な
ん
、
説
く
須
か
ら
ず
。
我
が
法
は
妙
に
し
て
思
い
難
し

と
。

止
止
不
須

九
八

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



説

は
即
ち
是
れ
言
を
絶
し
、

我
法
妙
難
思

は
即
ち
是
れ
思
を
絶
す
る
な
り
。
又
た
云
く
、

是
の
法
は
示
す
可
か
ら
ず
。
言
辭

の
相
、
寂
滅
す

と
。
亦
た
是
れ
絶
歎
之
文
な
り
。
待
を
以
て
示
す
可
か
ら
ず
、
絶
を
以
て
示
す
可
か
ら
ず
。
待
を
滅
し
、
絶
を
滅

す
る
が
故
に

寂
滅

と
言
う
な
り
。

（
同697a

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
蔵
通
別
三
教
の
よ
う
に
前
教
の

絶
待

に
待
し
て
自
教
の

絶
待

を

待

（
思
議
）
す
る
の
で
は
な
く
、

待

（
思
議
）
そ
の
も
の
を
絶
す
る

絶
待

・

不
可
思
議

で
あ
り
、

妙

に
つ
い
て
も
同
様
に

麁
に
因
ら
ざ
る
を
而
も
名
け
て

妙
と

す

も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
記
述
の
み
か
ら
円
教
の

絶
待

を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、

玄

義

巻
二
下
・
境
妙
段
の
四
諦
境
に
は
、

無
作
と
は
、
中
に
迷
う
こ
と

き
が
故
に
、
理
に

い
て
名
を
得
。
理
に
迷
う
を
以
て
の
故
に
、

菩
提
是
煩

な
る
を
集
諦
と

名
け
、

涅
槃
是
生
死

な
る
を
苦
諦
と
名
く
。
能
く
解
す
る
を
以
て
の
故
に
、

煩

即
菩
提

な
る
を
道
諦
と
名
け
、

生
死
即

涅
槃

な
る
を
滅
諦
と
名
く
。
事
に
即
し
て
而
も
中
、
思
無
く
、
念
無
く
、
誰
の
造
作
す
る
無
し
。
故
に
無
作
と
名
く
。
大
經
に
云

く
、

世
諦
と
は
即
ち
是
れ
第
一
義
諦
な
り
。
善
方
便
有
り
て
、
衆
生
に
隨
順
し
て
説
く
に
、
二
諦
有
り
。
出
世
の
人
、
知
れ
ば
即

ち
第
一
義
諦

18
な
り

と
。

一
實
諦
と
は
、
虚
妄
無
く
、
顚
倒
無
く
、
常

19
我

等
と
。
是
の
故
に
名
け
て
無
作
四
聖
諦
と

す
。

（
同701b

と
、
円
教
で
は
、
一
切
の
い
か
な
る

事

（
四
諦
因
果
）
も

理

の
迷
解
に
よ
っ
て
生
起
す
る

事
に
即
し
て
而
も
中

の
無

作
四
諦
の

境

と
し
て
説
示
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
参
照
し
て
み
る
と
、
円
教
の
場
合
に
は
、
先
の
引
用
中
に

も

豈
に
更
に
佛
法
を
佛
法
に
待
せ
ん
や

と
あ
る
よ
う
に
、
蔵
通
別
三
教
の
よ
う
に
六
道
及
び
三
乗
の
九
法
界
が
現
に
い
ま
直
面
し
て

い
る

如
來
法
界

（
佛
法
）
の
外
に

待

（
思
議
）
に
よ
っ
て

絶
待

（
佛
法
）
を
追
い
求
め
る
こ
と
で
は

20
な
く
、
そ
う
し
た
言
思
の

九
九

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



待

を
絶
し
て
、
凡
夫
生
死
の

有
邊

も
、
二
乗
涅
槃
の

無
邊

21も
、

邊
に
即
し
て
而
も
中

で
あ
り
、
六
道
四
聖
の
い
か
な

る

法

も

佛
法
に
非
ざ
る
無
し

と
了
知
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま

法

の

絶
待

・

不
可
思
議

・

妙

を
了
知
す
る
こ
と

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、

玄
義

巻
八
下
・
顕
体
章
で
は
、
蔵
通
別
円
四
教
の
麁
妙
と
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
三
諦
と
の
連
関
が
、
次
の
よ
う
に
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
涅
槃
経
聖
行
品
を
引
用
し
て
、

大
經
に
云
く
、

一
實
諦
は
則
ち
二
有
る
こ
と
無
し
。
二
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
一
實
諦
と
名
く
。
又
た
一
實
諦
は
無
虚

に
名
く
。

又
た
一
實
諦
は
顚
倒
有
る
こ
と
無
し
。
又
た
一
實
諦
は
魔
の
所
説
に
非
ず
。
又
た
一
實
諦
は
常

我

に

22
名
く

と
。
常

我

は

空

中
之
異
な
り
無
し
。
異
な
れ
ば
則
ち
二
と

す
。
二
な
る
が
故
に
一
實
諦
に
非
ず
。
一
實
諦
と
即
空
即

即
中
と
は
無
異
無
二

な
る
が
故
に
一
實
諦
と
名
く
。
若
し
三
の
異
な
り
有
れ
ば
則
ち
虚

と

す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
三
の
異
な
り
無
き
が
故
に
顚

倒
無
し
。
無
顚
倒
の
故
に
一
實
諦
と
名
く
。
異
な
る
は
一
乘
と
名
け
ず
。
三
法
不
異
に
し
て
、
具
足
圓

す
る
を
名
け
て
一
乘
と

す
。
是
の
乘
、

高
廣
に
し
て
衆
寶

23校

の
故
に
一
實
諦
と
名
く
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
一
實
諦
は
即
ち
是
れ
實
相
、
實
相
は

即
ち
經
之
正
體
な
り
。

（
同781b

と
、
常
楽
我
浄
の

一
實
諦

と

即
空
即

即
中

と
は
無
異
無
二
で
あ
り
、
ま
た

一
乘

と
は
空
仮
中
の
三
法
の
具
足
円
満
を
言

い
、

一
實
諦

＝

即
空
即

即
中

＝

一
乘

の

實
相

が
法
華
経
の

經
之
正
體

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
上
で
、

是
の
如
き
の
實
相
は
即
空

中
な
り
。
即
空
の
故
に
一
切
凡
夫
の
愛
論
を
破
し
、
一
切
外
道
の
見
論
を
破
す
。
即

の
故
に
三
藏
四

門
の
小
實
を
破
し
、
三
人
共
見
の
小
實
を
破
す
。
即
中
の
故
に
次
第
の
偏
實
を
破
す
。
復
た
諸
の
顚
倒
・
小
・
偏
等
の
因
果
、
四
諦

之
法
無
く
、
亦
た
小
・
偏
等
の
三
寶
之
名
無
く
、
唯
だ
實
相
因
果
の
み
有
り
て
、
四
諦
、
三
寶
、
宛
然
と
し
て
具
足
す
。
亦
た
諸
の

一
〇
〇

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



方
便
因
果
、
四
諦
・
三
寶
を
具
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
實
相
は
是
れ
法
界
海
な
る
が
故
に
。
唯
だ
此
の
三
諦
は
即
ち
是
れ

の
實

相
な
り
。

（
同781b

〜c

と
、
即
空
即
仮
即
中
の

實
相

は
、

即
空

に
よ
っ
て
凡
夫
外
道
の
愛
論
・
見
論
と
そ
の
愛
見
に
よ
っ
て
生
起
す
る
顚
倒
の
因
果
を

破
し
、

即

に
よ
っ
て
但
空
に
止
ま
る
蔵
通
二
教
の
小
実
と
そ
の
因
果
（
生
滅
四
諦
・
無
生
四
諦
）
を
破
し
、

即
中

に
よ
っ
て
凡

夫
・
二
乗
の
境
界
を
超
え
た
中
道
実
相
に
入
る
た
め
に
は
歴
劫
修
道
を
要
す
る
と
す
る
別
教
の
次
第

24
偏
実
と
そ
の
因
果
（
無
量
四
諦
）
を

破
し
、
そ
れ
と
同
時
に

即
空
即

即
中

の

實
相
因
果

（
無
作
四
諦
）
の
み
の
有
る
こ
と
を
顕
す
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

円
教
に
お
け
る

即
中

（
即
邊
而
中
・
即
事
而
中
）
の
説
示
に
よ
っ
て
、
蔵
通
別
三
教
の

即
空

・

即

の
説
示
に
よ
り
生
起
す
る

方
便
因
果

（
生
滅
・
無
生
・
無
量
四
諦
の
麁
法
）
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
四
諦
因
果
の

法

が
等
し
く

實
相

（
即
空
即
仮
即
中
）

の
迷
解
に
よ
っ
て
生
起
す
る

實
相
因
果

（
無
作
四
諦
の
妙
法
）
で
あ
る
こ
と
が
開
顕
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
所
依
の

實
相

（
體
）
が

即
空
即

即
中

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
用
中
に
も

諸
の
方
便
因
果
、
四
諦
・
三
寶
を
具
す

と
あ
る
よ
う
に
、
能

依
の
四
諦
因
果
の

一
切
法

、
す
な
わ
ち
六
道
四
聖
の

十
法
界

は
、

顚
倒
因
果

（
六
道
）
と

方
便
因
果

（
三
乗
）
を
具
す
権

実
不
可
思
議
の

妙
法

で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
と

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
先
の

一
乘

を
空
仮
中
三
法
の
具
足
円
満
と
す
る
記
述
に
先
立
っ
て
、

此
の
經
は

汝
、
實
に
我

25
が
子

な
れ
ば
、
復
た
四
の
三
之
人
無
く
、

十
方
に
諦
か
に
求
む
る
に
更
に
餘
乘

26
無
し

と
。（

同781b

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
唯
一
佛
乗
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
す
る
法
華
経
は
、
円
融
三
諦
、
あ
る
い
は
無
作
四
諦
・
一
実
諦
と
い
っ
た

円
教
教
理
に
直
接
的
な
言
及
が
見
ら
れ
な
く
と
も
、
三
乗
の
方
便
因
果
の
人
無
く
、

唯
だ
實
相
因
果
の
み
有
り

と
明
か
す
こ
と
に
よ

一
〇
一

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



っ
て
、
い
か
な
る
四
諦
因
果
の

諸
法

も

思
無
く
、
念
無
く
、
誰
の
造
作
す
る
無
し

の
ま
ま
に

實
相

（
円
融
三
諦
）
の

妙

法

で
あ
る
こ
と
を
衆
生
に
施
設
す
る
円
教
経
典
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

小

結

以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
天
台
智

の
生
死
観
の
基
盤
が
、
諸
佛
に
よ
っ
て
施
設
さ
れ
た

法

（
名
）
に
し
た
が
っ
て
、

底

の

生
死

・

下
劣
の
小
乘

を
含
め
た
一
切
の

法

を

即
邊
而
中

・

即
事
而
中

の

妙
法

・

實
相
因
果

と
捉
え
る
こ
と
に
存

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
の

玄
義

絶
待
妙
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
煩
悩
生
死
の
凡
夫
衆
生
に
現
前
す
る

法

＝

境

の
外
に

如
來
法
界

は
無
く
、
ま
た

止
観

巻
一
上
・
発
大
心
に
円
教
に
お
け
る
発
心
を
示
し
て
、

無
作
を
推
す
と
は
、
夫
れ
法
性
と
一
切
法
は
無
二
無
別
な
り
。
凡
法
、
尚
お
是
な
り
。
況
ん
や
二
乘
を
や
。
凡
法
を
離
れ
て
更
に
實

相
を
求
む
る
は
、
此
の
空
を
避
け
て
彼
の
處
に
空
を
求
む
る
が
如
し
。
凡
法
に
即
し
て
是
れ
實
法
な
れ
ば
、
須
く
凡
を
捨
て
て
聖
に

向
う
べ
か
ら
ず
。
經
に
言
く
、

生
死
即
ち
涅
槃

と
。
一
色
一
香
、
皆
な
是
れ
中
道
な
り
。
是
れ
を
無
作
四
諦
を
推
し
て
上
求
下

化
す
る
菩
提
心
を
發
す
と
名
く
。

（
大
正
四
六
・6a

〜b

と
述
べ
る
よ
う
に
、
法
性
と
一
切
法
は
無
二
無
別
で
あ
り
、

凡
法
に
即
し
て
是
れ
實
法

の
ゆ
え
に
、
こ
の

凡
法

を
離
れ
て

實

相

を
求
め
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く

止
観

巻
六
下
・
観
陰
入
界
境
の
破
法
遍
に
、

衆
生
と
言
う
は
、
貪
・
恚
・
癡
の
心
に
皆
な
我
有
り
と
計
す
。
我
は
即
ち
衆
生
な
り
。
我
は
心
を
逐
う
て
起
る
。
心
、
三
毒
を
起
す

は
、
即
ち
衆
生
と
名
く
。
此
の
心
の
起
る
時
、
即
空
即

即
中
な
り
。
心
の
念
を
起
す
に
隨
い
て
止

具
足
す
。

を
佛
知
と
名
け
、

止
を
佛
見
と
名
く
。
念
念
の
中
に
於
て
、
止

現
前
す
る
は
、
即
ち
是
れ
衆
生
、
佛
知
見
を
開
く
な
り
。
此
の

、
成
就
す
る
を
初

一
〇
二

天
台
智

の
生
死
観
（
木
村
周
誠



隨
喜
品
と
名
く
。

（
同85a

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
計
我
の
三
毒
の

此
の
心
の
起
る
時
、
即
空
即

即
中

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
別
教
の
よ
う
に
入
空
観
・

入
仮
観
の
二
観
を
成
じ
た
後
に
中
道
観
に
入
る
も
の
と
佛
道
を
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
凡
夫
衆
生
に
現
前
す
る
陰
入
界
・
煩
悩
・
病
患

等
の

境

に
お
い
て
、
そ
の

實
相

（
即
空
即

即
中
）
を
縁
じ
る
一
心
三
観
・
円
頓
止
観
が
修
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
主

張
さ
れ
る
と

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
天
台
智

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
生
死
観
と
は
、
一
心
三
観
の
実
践
を
説
く
観
門
を
含
め
て
、
煩
悩
生
死
の
衆
生
こ
そ
が

何
の
法
か
収
め
ざ
ら
ん

・

何
の
智
か
發
せ
ざ
ら
ん

の

諸
法

不
思
議
境

に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
凡
法
を
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
衆
生
の

法

（
境
）
の

實
相

（
境
妙
）
を
凝
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

註１

鳩
摩
羅
什
訳

妙
法
蓮
華
經

（
以
下
、

法
華
経

と
略
す
）
巻
一

方
便
品
第
二
に
、

是
法
住
法
位
。
世
間
相
常
住
。
於
道
場
知
已
。

導
師
方
便
説
。
（
大
正
九
・9b

）、

甚
深
微
妙
法
。
我
今
已
具
得
。
唯
我
知
是
相
。
十
方
佛
亦
然
。
（
同6a

）
と
あ
る
。

２

福
田
堯
穎

天
台
学
概
論

で
は
、
円
融
三
諦
の
根
拠
に
つ
い
て
、

天
台
大
師
の
受
法
の
師
た
る
南
岳
大
師
慧
思

師
は
、

是
の
相
如

な
り
、
是
の
性
如
な
り
、
是
の
体
如
な
り

等
と
讀
ん
だ
と
云
わ
れ
、
天
台
大
師
は
之
れ
に
暗
示
を
得
て
斯
の
文
を
三
轉
讀
せ
ら
れ
た
。

…
…
（
中
略
）
…
…
。
斯
く
の
如
く
、
方
便
品
十
如
實
相
の
經
文
を
三
轉
讀
し
て
以
て
三
諦
の
圓
融
相
即
せ
る
事
を
明
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、

今
家
の
三
諦
圓
融
の
教
理
は
、
實
に
法
華
經
を
根
據
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
二
一
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法

華
経
に
円
融
三
諦
が
説
示
さ
れ
る
こ
と
の
根
拠
は
、
法
華
経
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
南
岳
慧
思
よ
り
師
資
相
伝
し
た
十
如
是
の
三
転
読
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

３

玄
義

巻
二
上
で
は
、

廣
説
者
。
先
法
次
妙
。
南
岳
師

三
種
。
謂
衆
生
法
佛
法
心
法
。
（
大
正
三
三
・693a

）
と
、

妙

で
あ
る

一
〇
三

天
台
智

の
生
死
観
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こ
と
が
論
じ
ら
れ
る

法

に
、
心
法
・
佛
法
・
衆
生
法
の
三
種
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
衆
生
法
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
本
稿
と
一

部
重
複
す
る
が
、
拙
稿

衆
生
法
と
因
果

（
山
喜
房
佛
書
林
刊

多
田
孝
正
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

所
収
）、
同

天
台
大
師
に
お
け
る

衆
生
に
つ
い
て

（

印
度
学
佛
教
学
研
究

第
五
十
四
巻
二
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４

法
華
経

巻
一

方
便
品
第
二
の
冒
頭
に
、

爾
時
世
尊

三
昧
安
詳
而
起
。
告

利
弗
。
諸
佛
智
慧
甚
深
無
量
。
其
智
慧
門
難
解
難
入
。

一
切
聲
聞
辟
支
佛
所
不
能
知
。
（
大
正
九
・5b

）
と
あ
る
。

５

同
じ
く

法
華
経

巻
一

方
便
品
第
二
に
、

我
始
坐
道
場
。

樹
亦
經
行
。
於
三
七
日
中
。
思
惟
如
是
事
。
我
所
得
智
慧
。
微
妙
最
第

一
。
衆
生
諸
根
鈍
。
著

癡
所
盲
。
如
斯
之
等
類
。
云
何
而
可
度
。
（
大
正
九
・9c

）
と
あ
る
。

６

法
華
経

巻
一

方
便
品
第
二
の

十
如
是

に
続
く

文
の
中
で
、

又
告

利
弗
。
無
漏
不
思
議
。
甚
深
微
妙
法
。
我
今
已
具
得
。

唯
我
知
是
相
。
十
方
佛
亦
然
。
（
大
正
九
・6a

）
と
述
べ
る
こ
と
を
要
述
し
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。

７

玄
義

巻
二
下

境
妙
段
・
列
数
に
は
、

然
衆
經
赴
縁
明
境
甚
衆
。
豈
可
具
載
。
略

六
種
。
六
種
次
第
者
。
十
如
是
此
經
所
説
故
在

初
。
次
十
二
因
縁
三
世
輪

本
來
具
有
。
如
來
出
世
分
別
巧
示
。
四
諦
名
興

廣
至
略
。
次
辨
二
諦
。
二
諦
語
通
別
顯
中
道
。
次
明
三
諦
。

三
諦
猶

方
便
。
直
顯

實
。
次
明
一
諦
。
一
諦
猶
有
名
相
。
次
明
無
諦
。
始

無
明
終
至
實
際
。
略
用
六
種
足
。
一
明
十
如
境
。
已
如
前

説
云
云
。
（
大
正
三
三
・698b

）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

８

後
に
も
言
及
す
る
が
、
十
二
因
縁
・
四
諦
等
の
場
合
は
、
蔵
通
別
円
の
四
教
を
通
じ
て
説
示
さ
れ
る
た
め
に
、

玄
義

境
妙
段
に
、
そ

の

麁
妙

が
詳
し
く
判
ぜ
ら
れ
る
。

９

（
南
本
）
涅
槃
経

巻
二
五

師
子
吼
菩
薩
品
第
二
十
三
に
は
、

善
男
子
。
佛
性
者
名
第
一
義
空
。
第
一
義
空
名

智
慧
。
所
言
空
者
不

見
空
與
不
空
。
智
者
見
空
及
與
不
空
常
與
無
常
苦
之
與

我
與
無
我
。
空
者
一
切
生
死
。
不
空
者
謂
大
涅
槃
。
乃
至
無
我
者
即
是
生
死
。
我

者
謂
大
涅
槃
。
見
一
切
空
不
見
不
空
。
不
名
中
道
。
（
大
正
十
二
・767c

）
と
あ
る
。

10

法
華
経

巻
四
法
師
品
第
十
に
、

決
了
聲
聞
法
。
是
諸
經
之
王
。
聞
已
諦
思
惟
。
當
知
此
人
等
。
近
於
佛
智
慧
。
（
大
正
九
・32a

）

と
あ
る
。

11

玄
義

巻
二
上
の

法

の
広
釈
で
は
、

皆

法
界
者
。
其
意
有
三
。
十

皆
依
法
界
。
法
界
外
更
無
復
法
。
能
所
合

故
言
十
法
界

也
。
二
此
十
種
法
。
分

不
同
。
因
果
隔
別
凡
聖
有
異
故
加
之
以
界
也
。
三
此
十
皆
即
法
界

一
切
法
。
一
切
法
趣
地
獄
。
是
趣
不
過
當
體

即
理
。
更
無
所
依
故
名
法
界
。
乃
至
佛
法
界
亦
復
如
是
。
（
同693c

）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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12

爪
上
土

の
喩
え
は
、
（
南
本
）
涅
槃
経

巻
三
十
一

迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
之
一
（
大
正
十
二
・809c

）
に
出
る
。
ま
た
、

五
諦

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く

（
南
本
）
涅
槃
経

巻
十
二

聖
行
品
之
二
（
同684a

）
に
出
る
。

13

玄
疏

巻
六

弁
体
章
は
、

第
四
一
法
異
名
者
。
諸
經
異
名
説

性
實
相
。
或
言
一
實
諦
。
或
言
自
性
清

心
。
或
言
如
來
藏
。
或
言

如
如
。
或
言
實
際
。
或
言
實
相
般
若
。
或
言
一
乘
。
或
言
即
是
首

。
或
言
法
性
。
或
言
法
身
。
或
言
中
道
。
或
言
畢
竟
空
。
或
言
正
因

佛
性
性

涅
槃
。
如
是
等
種
種
異
名
此
皆
是
實
相
之
異

。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
或
信
黎
耶
自
性
清

心
而
毀
畢
竟
空
。
或
言
畢
竟
空
無

所
有
毀
黎
耶
識
自
性
清

心
。
或
言
般
若
明
實
相
法
花
明
一
乘
皆
非
佛
性
。
此
之
求
福
豈
若
慮
禍
。
若
知
名
異
體
一
則
隨
喜
之
善
遍
於
法
界
。

何
所

乎
。
（
新
続
蔵
十
八
・457c

）
と
、
真
性
実
相
や
如
来
蔵
・
佛
性
・
畢
竟
空
・
中
道
等
を
い
ず
れ
も

實
相

の
異
称
と
す
る
。

14

天
台
智

の
中
道
佛
性
と
無
明
に
つ
い
て
の
見
解
は
、

維
摩
経
文
疏

巻
二
十
三

観
衆
生
品
釈
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿

中
道
無

明
と
中
道
佛
性

（

天
台
学
報

第
四
十
八
号
所
収
）
参
照
。

15

大
智
度
論

巻
一
に
は
、

如
摩

衍
義

中
説
。
語
言
盡
竟
心
行
亦
訖
、
不
生
不
滅
法
如
涅
槃
。
説
諸
行
處
名
世
界
法
、
説
不
行
處
名

第
一
義
。
（
大
正
二
五
・61b
）
と
あ
る
。

16

随
情
三
仮
と
随
理
三
仮
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

天
台
大
師
の
従

入
空

に
つ
い
て

（
村
中
祐
生
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

大

乗
佛
教
思
想
の
研
究

所
収
）
参
照
。

17

（
南
本
）
涅
槃
経

巻
二
十
一

徳
王
品
第
二
十
二
に
、

善
男
子
。
譬
如
虚
空
不
因
小
空
名

大
也
。
涅
槃
亦
爾
。
不
因
小
相
名
大
涅
槃
。

善
男
子
。
譬
如
有
法
不
可

量
不
可
思
議
。
故
名

大
。
涅
槃
亦
爾
。
不
可

量
不
可
思
議
。
故
得
名

大
般
涅
槃
。
（
大
正
十
二
・

747b

）
と
あ
る
。

18

（
南
本
）
涅
槃
經

巻
十
二

聖
行
品
第
十
九
之
二
に
は
、

善
男
子
。
世
諦
者
即
第
一
義
諦
。
世
尊
。
若
爾
者
則
無
二
諦
。
佛
言
。
善
男

子
。
有
善
方
便
隨
順
衆
生
説
有
二
諦
。
善
男
子
。
若
隨
言
説
則
有
二
種
。
一
者
世
法
。
二
者
出
世
法
。
善
男
子
。
如
出
世
人
之
所
知
者
名
第

一
義
諦
。
世
人
知
者
名

世
諦
。
善
男
子
。
五
陰
和
合

言
某
甲
。
凡
夫
衆
生
隨
其
所

。
是
名
世
諦
。
解
陰
無
有
某
甲
名
字
離
陰
亦
無
某

甲
名
字
。
出
世
之
人
如
其
性
相
而
能
知
之
。
名
第
一
義
諦
。
（
大
正
十
二
・684b

）
と
あ
る
。

19

同
右
参
照
。

20

止
観

巻
三
上

止
観
名
義
は
、
絶
待
義
に
つ
い
て
、

世
人
約
種
種
語
釋
絶
待
義
。
終
不
得
絶
。
何
以
故
。
凡
情
馳
想
種
種
推
畫
。
分

別
悟
與
不
悟
心
與
不
心
。
凡
聖
差
別
。
絶
則
待
於
不
絶
。
不
思
議
待
思
議
。
輪
轉
相
待
絶
無
所
寄
。
若
得
意
亡
言
心
行
亦

。
隨
智
妙
悟
無
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復
分
別
。
亦
不
言
悟
不
悟
聖
不
聖
心
不
心
思
議
不
思
議
等
。
種
種
妄
想
縁
理
分
別
。
皆
名

待
。

慧
開
發
絶
此
諸
待
。
絶
即
復
絶
。
如
前

火
木
名

絶
待
。
（
大
正
四
六
・22b

）
と
述
べ
て
い
る
。

21

即
邊
而
中

の
円
教
に
対
し
て
、

止
観

巻
一
上

発
大
心
に

推
無
量
者
。
夫
法
性
者
名

實
相
。
尚
非
二
乘
境
界
況
復
凡
夫
。
出

二
邊
表
別
有

法
。
如
佛
藏
經
十
喩
云
云
。
是
名
推
無
量
四
諦
上
求
下
化
發
菩
提
心
。
（
大
正
四
六
・5c

）、
ま
た

玄
疏

巻
六

弁
体
章

に

一
約
不
共
般
若
別
教
明
法
性
實
相
。

除
二
障
離
生
死
涅
槃
二
邊
。
別
以
不
空
之
理
自
性
清

心
如
來
藏
理

法
性
實
相
。
（
新
続
蔵

十
八
・454c

）、
さ
ら
に

四
教
義

巻
二

弁
四
教
所
詮
に

三
中
道
第
一
義
諦
者
。
遮
二
邊
故
説
名
中
道
。
言
遮
二
邊
者
。
遮
凡
夫
愛
見

有
邊
。
遮
二
乘
所
見
無
名
無
相
空
邊
。
遮
俗
諦

諦
之
二
邊
。
遮
世
諦
第
一
義
諦
之
二
邊
。
遮
如
此
等
之
二
邊
。
名

不
二
。
不
二
之
理
目

之

中
。
（
大
正
四
六
・727c

）
と
あ
る
よ
う
に
、
別
教
の
場
合
、

中
道

は
凡
夫
生
死
（
有
辺
）
と
二
乗
涅
槃
（
無
辺
）
の
二
辺
の
境

界
を
超
え
た

法

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

22

（
南
本
）
涅
槃
経

巻
十
二

聖
行
品
に
は
、

文
殊
師
利
菩
薩
白
佛
言
。
世
尊
。
所
言
實
諦
其
義
云
何
。
佛
言
。
善
男
子
。
言
實
諦
者
名

曰

法
。
善
男
子
。
若
法
非

不
名
實
諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
無
顚
倒
。
無
顚
倒
者
乃
名
實
諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
無
有
虚
妄
。
若
有
虚
妄

不
名
實
諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
名
曰
大
乘
。
非
大
乘
者
不
名
實
諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
是
佛
所
説
非
魔
所
説
。
若
是
魔
説
非
佛
説
者
不
名
實

諦
。
善
男
子
。
實
諦
者
一
道
清

無
有
二
也
。
善
男
子
。
有
常
有

有
我
有

。
是
則
名

實
諦
之
義
。
（
大
正
十
二
・685a

〜b

）
と
あ

る
。

23

法
華
経

巻
二

譬
喩
品
第
三
に
、

爾
時
長
者
。
各
賜
諸
子
等
一
大
車
。
其
車
高
廣
衆
寶

校
。
周
匝
欄
楯
四
面
懸
鈴
。
（
大
正
九
・

12c

）
等
と
あ
る
。

24

前
註
（
21
）
参
照
。

25

法
華
経

巻
二

信
解
品
第
四
の
長
者
窮
子
喩
の
中
に
、

此
實
我
子
。
我
實
其
父
。
（
大
正
九
・17b

）
と
あ
る
。

26

法
華
経

巻
二

譬
喩
品
第
三
に
、

與
諸
菩
薩
。
及
聲
聞
衆
。
乘
此
寶
乘
。
直
至
道
場
。
以
是
因
縁
。
十
方
諦
求
。
更
無
餘
乘
。
（
大

正
九
・15a

）
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
方
便
品
第
二
に
は
、

如
來
、
但
以
一
佛
乘
故
、

衆
生
説
法
。
無
有
餘
乘
、
若
二
、
若

三
。
（
同7b

）、

諸
佛
如
來
言
無
虚
妄
。
無
有
餘
乘
、
唯
一
佛
乘
。
（
同7c

）
と
あ
る
。

一
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生
死
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